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公立鳥取環境大学 

教職課程実地視察大学に対する講評 
 
 
実 地 視 察 日：平成２７年１０月２２日（木） 
実地視察大学：公立鳥取環境大学 
実地視察委員：坂越正樹委員，野﨑武司委員 
 
【全般的事項】 

○ 教員養成に関する教育課程及び教員組織等については，おおむね良好に実施され

ている。引き続き教員養成の水準の維持・向上に努めていただきたい。 

 
 
【個別事項】 
１．教職課程の実施・指導体制（全学組織等） 

○ 「『人と社会と自然との共生』の実現に貢献する有為な人材の育成と創造的な学術

研究を行うこと」を基本理念に掲げる大学において，「環境問題についての基本的な

知識・理解を持った教員」の養成に取り組む，といった教員養成に対する理念・構

想が明確に示されている。これを具現化するための教職課程に対する組織，教育課

程及び教員組織をより一層充実させるように努めていただきたい。 

 
 
２．教育課程（教職に関する科目及び教科に関する科目），履修方法及びシラバスの状況 

○ 環境学部に設けられている４つのプログラムに即した「プロジェクト研究」と称

するフィールドワークを行う授業形態を活用しつつ，教職課程履修学生による自主

ゼミを推奨し，個別指導が行き届くよう配慮されている点は評価できる。 

○ 学部の専門科目を中心に「環境」について理解を深める教育課程が組まれている

ところであるが，中高の理科教員となって指導することを想定し，物理・化学・生

物・地学それぞれの基礎的理解を深める教業科目を更に充実していくとともに，こ

れらの応用的内容まで学ぶことができるような教育課程の編成についても御検討

いただきたい。 

 
 
３．教育実習の取組状況 

○ 教育委員会と連携し，大学の近隣の学校を教育実習先として確保しているほか，

実習前に個別面談を行う，担当指導教員が巡回指導を行うなど，全ての教育実習先に

訪問し，丁寧な教育実習指導が行われている状況が確認された。引き続き，地元教育

委員会・学校と連携を進め，巡回指導を含め，適切な教育実習指導に努めていただき

たい。 

 
 



公立鳥取環境大学 
 
４．学生への教職指導の取組状況及び体制 

○ 教職課程履修学生に独自に作成したテキストに基づく「教採セミナー」や「自主

ゼミ」への参加を推奨し，他学年も含め，そのための「教職課程共同ゼミ室」にお

いて少人数での丁寧な教職指導を行っていることが確認された。 
○ ボランティア活動に係る記述欄及び担当教員からのコメント欄をさらに増やすこ

となど，履修カルテをさらに有効活用することに努めていただきたい。 

 
 
５．教育委員会等の関係機関との連携・協働状況（学校現場体験・学校支援ボランティア

活動等の取組状況） 
○ 教職に関心のある学生が教職の魅力や教員としての適性等を把握する観点から，

地域の校長等をゲストティーチャーに迎えた授業を行っている。 
○ 地域の小・中学校における教科指導に教職課程履修学生が参加するなど，充実し

たボランティア活動が行われている。単位化の検討も含め，更なる充実を期待した

い。 
○ 上記の取組の実施に係る情報交換など，県及び市の教育委員会との意見交換の場

を年に複数回設けており，良好な連携状況が確認された。今後，地元教育委員会・

学校との一層の連携・協働に努めていただきたい。 
 
 
６．施設・設備（図書を含む。）の状況 

○ 教育相談のロールプレイに活用される「教育相談演習室」，教材研究・指導案作成

などの際に利用される「教職課程共同ゼミ室」及び「模擬授業用教室」などの施設

が整備・充実されていることが確認された。特に「教職課程共同ゼミ室」は教職関

連の図書やインターネット環境等が整備されており，教職課程を履修している学生

が利用しやすい環境となっている。 
○ 図書館も教職関連図書・雑誌がおおむね整備されており，県内の大学や図書館と

連携しつつ地域にも開放されている点で評価できる。教職を志す学生が，教育に関

する最新の情報を入手することができるように，引き続き図書環境の充実に努めて

いただきたい。 
○ コンピュータ室や実験室についても整備・充実している状況が確認された。 

 
 
７．その他特記事項 

○ 特になし 

 


